
ー佐久商工会議所１年の動きー 



▲三月十七日(木)日本商工会議所三村会頭より 
 表彰を受ける樫山会頭 

－１－ 

 

当
所
で
は
、
右
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
五
三
二
事
業
所

が
参
加
し
、
全
国
初
の
試
み

と
な
る
自
己
財
源
に
よ
る
十

五
％
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

（
発
行
総
額
一
億
千
五
百
万

円
）
を
発
行
し
た
。 

 

本
事
業
は
、
日
本
商
工
会

議
所
第
一
二
三
回
通
常
議
員

総
会
で
、
全
国
初
の
試
み
と

な
る
、
自
己
財
源
に
よ
る
一

五
％
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
に
対
し
て
、
日
本
商

工
会
議
所
表
彰
「
事
業
活
動

表
彰
」
（
全
国
で
十
会
議

所
・
一
連
合
会
）
を
受
賞
し

た
。 

四
月
二
十
日
（月
）二
十
一
日
（火
）佐
久
情
報
セ
ン
タ
ー 

八
十
二
銀
行
・長
野
銀
行
・上
田
信
用
金
庫
・長
野
県
信
用
組
合
ご
協
力 

▲販売窓口でギフトカードを  
 買い求める会員 



－２－ 

 

中
小
企
業
の
多
い
佐
久
市
は
下
請

け
産
業
が
多
く
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
や

将
来
の
た
め
の
自
社
技
術
深
化
に
対

す
る
戦
略
構
築
に
は
人
的
な
ど
内
部

資
源
が
弱
い
現
状
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
解
決
す
る
た
め
に
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
育
成
ラ
ボ
と
既
存
事
業
の
存
続

拡
大
を
担
う
産
業
支
援
機
関
の
設
置

を
目
指
す
産
業
支
援
機
関
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 
 

委
員
会
で
は
、
佐
久
市
に
産
業
支

援
機
関
の
設
置
に
よ
る
支
援
体
制
を

構
築
す
る
必
要
を
管
内
企
業
か
ら
要

請
さ
れ
て
い
る
旨
、
要
望
書
を
市
長

へ
提
出
い
た
し
ま
し
た
。 

 

当
所
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
佐
久
市
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
行
政
に
提
言
を
行
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
「
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ

た
。 

 

こ
れ
か
ら
の
佐
久
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
、
特
に
樋
橋
地
区
の
開
発
構
想
は
避

け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
り
、
当
委
員

会
に
お
い
て
も
ど
の
よ
う
な
利
用
・
開

発
が
将
来
の
佐
久
市
に
と
っ
て
よ
り
良

い
も
の
に
な
る
か
、
ま
た
長
野
牧
場
の

加
藤
場
長
か
ら
、
佐
久
の
持
つ
地
域
資

源
と
特
色
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
い

た
だ
く
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

て
い
る
。 

 

市
内
商
工
団
体

で
組
織
す
る
佐
久

市
商
工
団
体
連
絡

協
議
会
で
は
、
佐

久
市
の
後
援
の
も

と
、
発
行
総
額
十

二
億
円
（
プ
レ
ミ

ア
ム
二
十
％
）
の

佐
久
市
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
、
八

月
九
日(

日)

に
佐

久
創
造
館
や
岩
村

田
本
町
商
店
街
お

い
で
な
ん
処
等
で

販
売
。
十
日(

月)

か
ら
の
平
日
は
市

内
郵
便
局
や
当
所

で
も
販
売
を
行
っ

た
。 

 
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
取
扱
店
で
は
、

の
ぼ
り
旗
を
掲
げ

た
り
粗
品
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
チ
ラ
シ
、

ブ
ロ
グ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

独
自
の
販
促
活
動

で
効
果
を
あ
げ
た
。

当
所
で
は
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
取
扱

店
を
対
象
に
、
Ｄ

Ｍ
ハ
ガ
キ
販
促
支

援
補
助
事
業
を
実

施
し
た
。 

▶八月十日(月) 

  信濃毎日新聞 

▲商品券を求めておいでなん処前に並ぶ人達 



日
時
：一
月
二
十
七
日
（水
）  

場
所
：佐
久
創
造
館 

 

当
所
共
済
制
度
還
元
事
業

の
会
員
感
謝
音
楽
祭
で
は
、

四
〇
〇
事
業
所
、
一
一
〇
〇

名
が
来
場
し
た
。 

 

最
初
に
登
場
し
た
沢
田
知

可
子
さ
ん
は
、
「
幸
せ
に
な

ろ
う
」
「
会
い
た
い
」
な
ど

の
ヒ
ッ
ト
曲
の
ほ
か
復
興
支

援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
を

披
露
。
沢
田
さ
ん
は
父
が
福

島
県
、
母
が
岩
手
県
出
身
で
、

ご
主
人
の
叔
父
が
宮
城
県
岩

沼
市
で
被
災
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
、
当
所
の
復
興
支
援
事

業
に
も
共
感
さ
れ
急
遽
「
花

は
咲
く
」
を
歌
う
こ
と
を
快

諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
会
場

に
い
る
皆
さ
ん
の
思
い
を
届

け
た
い
と
の
一
心
で
、
ス

テ
ー
ジ
か
ら
呼
び
か
け
な
が

ら
観
客
が
一
体
と
な
り
被
災

地
復
興
を
願
い
な
が
ら
歌
っ

た
。 

 

続
い
て
上
田
正
樹
さ
ん
は
、

ヒ
ッ
ト
曲
「
悲
し
い
色
や

ね
」
は
じ
め
ブ
ル
ー
ス
を
熱

唱
。
最
後
に
二
人
は
「
見
上

げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
魅
了
し
、
会

場
全
体
が
あ
た
た
か
な
雰
囲

気
で
包
ま
れ
た
。 

－３－ 

▲上田正樹さん、沢田知可子さん 
 の心ふるえるハーモニー 

 

福
島
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の
会
長
で
、
福
島
商
工
会
議
所
会
頭
の
渡
邊
博
美
と
申
し

ま
す
。
本
日
の
佐
久
商
工
会
議
所
様
の
会
員
感
謝
音
楽
祭
に
際
し
ま
し
て
は
、
復
興
支
援

事
業
と
し
て
福
島
県
内
の
物
産
品
を
多
数
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
間
も
な
く
5
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
佐
久
商
工
会
議
所
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
多
大
な
る
義
援
金
を
は
じ
め
県
内
沿
岸
部
の
商
工
会
議
所
に
電
動
自
転
車
を
ご
寄
贈

い
た
だ
く
な
ど
、
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
て
、
重
ね
て
御

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

大
震
災
・
原
発
事
故
の
風
化
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
皆
様
の
こ
の
よ
う
な
心
温
ま
る
ご
支

援
は
、
私
達
に
勇
気
と
や
る
気
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
先
、
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
、
県
内
商
工
会
議
所
が
一
丸
と
な
っ
て
精
一
杯
前
に

進
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

渡邊 博美様（福島商工会議所 会頭） 
 前列中央 
石井 浩（福島商工会議所 専務理事） 
 前列右から2番目 
本田 政博様（福島商工会議所 理事兼事務局長） 
 2列目右端 
丹野 典之様（福島商工会議所 事業推進部長） 
 2列目左端 
斎藤 可子様（福島商工会議所女性会 会長） 
 前列右端 
横山りつ子様（福島商工会議所女性会 副会長） 
 前列左から2番目 
山岸 智子様（福島商工会議所女性会 副会長） 
 前列左端 
※他、福島商工会議所の職員の皆様 

▲福島の復興を願い、私たちは忘れません 

 

こ
こ
福
島
県
に
は
、
風
光
明
媚
な
自
然
、
様
々
な

泉
質
を
楽
し
め
る
温
泉
、
国
内
で
も
有
数
の
酒
蔵
な

ど
魅
力
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
近
く
に

お
越
し
の
際
は
、
是
非
福
島
県
に
お
立
ち
寄
り
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。 



 
 
 
 
 

－４－ 

 

佐
久
も
の
づ
く
り
研
究
会
が
開
発
し
て
き

た
四
つ
の
介
護
機
器
『
腰
痛
防
止
サ
ポ
ー

タ
ー
（
日
精
電
機
㈱
）
』
『
ど
こ
い
く
の
検

知
器
（
㈱
カ
ウ
ベ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
）
』
『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
用
ポ
ー
ル
（
㈱
シ

ナ
ノ
）
』
『
歩
行
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
カ
ー

（
マ
イ
ク
ロ
ス
ト
ー
ン
㈱
）
』
の
展
示
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。 

 

介
護
関
係
者
か
ら
は
、
「
介
護
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
商
品
や
、
高
齢
者
に
必
要
な

製
品
ば
か
り
で
す
ね
」
と
介
護
施
設
で
の
導

入
に
あ
た
り
費
用
な
ど
を
聞
く
姿
が
見
ら
れ

た
。 

 

温
泉
た
ま
ご
調
理
器
「
お
ん
た
ま

君
」
が
、
佐
久
市
望
月
商
工
会
様
よ

り
注
文
を
受
け
納
品
し
た
。
一
台
目

は
愛
媛
県
道
後
温
泉
の
ホ
テ
ル
ル
ナ

パ
ー
ク
に
納
品
し
、
今
回
は
県
下
初

と
な
る
二
台 

目
。 

 

同
商
工
会
は
「
お
祭
り
な
ど
の
屋

台
で
麺
類
等
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
使
お

う
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く

れ
た
。
佐
久
の
企
業
が
連
携
し
開
発

し
た
お
ん
た
ま
君
を
全
国
の
温
泉
や

飲
食
店
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど
へ
広

め
て
い
き
た
い
。 

▲おんたま君を納品し笑顔で受け取る担当者 

開
催
：九
月
五
日
（土
）  

▲多くの介護関係従事者が興味示した 

佐
久
大
学 

展
示
企
業
四
社 

 

九
月
二
十
五
日(

金)

～
二
十

七
日(

日)

の
三
日
間
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ

パ
ン
二
〇
一
五
」
に
オ
カ
ー
ゴ

と
お
ん
た
ま
君
を
出
展
。 

 

オ
カ
ー
ゴ
は
日
本
商
工
会
議

所
ブ
ー
ス
の
入
口
に
展
示
さ
れ
、

「
一
台
の
制
作
費
は
ど
れ
ぐ
ら

い
か
？
」
、
「
走
行
距
離
は
ど

れ
く
ら
い
か
？
」
と
い
っ
た
質

問
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
世
界
各

国
の
興
味
の
的
と
な
り
、
多
く

の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
記
念
撮
影

を
行
っ
て
い
た
。 

※

ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ

パ
ン
は
、
世
界
か
ら
百
四
十
を

超
え
る
国
・
地
域
、
日
本
全
国

か
ら
出
展
者
が
集
ま
り
、
国
・

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。 

▲国際色豊か！世界各国の興味の的に 

 
広
域
連
携
の
一
環
と
し
て
、
中
山
道
交
流

事
業
に
取
り
組
む
下
諏
訪
商
工
会
議
所
が
、

当
所
が
開
発
し
た
観
光
用
Ｅ
Ｖ
に
魅
力
を
感

じ
、
年
二
回
開
催
し
て
い
る
祭
り
「
三
角
八

丁
」
で
の
オ
カ
ー
ゴ
搭
乗
体
験
を
行
っ
た
。 

 
 

今
回
初
め
て
の
交
流
事
業
と
な
っ
た
オ

カ
ー
ゴ
は
、
秋
宮
と
春
宮
の
間
の
中
山
道
を

往
復
し
、
多
く
の
方
の
注
目
の
的
と
な
っ
た
。 

▲街道をゆくオカーゴ 

開
催
：十
一
月
七
日
（土
）  

日
時
：十
月
三
日
（土
） 

四
日
（日
） 

場
所
：駒
場
公
園
・佐
久
創
造
館
・長
野
牧
場 

 

佐
久
市
最
大
の
産
業
総
合
イ
ベ
ン
ト

「
ぞ
っ
こ
ん
！
さ
く
市
」
は
両
日
と
も
天
候

に
恵
ま
れ
来
場
者
も
過
去
最
多
の
四
万
九
千

七
百
名
と
な
っ
た
。 

 

セ
ン
タ
ー
ド
ー
ム
で
は
、
佐
久
も
の
づ
く

り
研
究
会(

チ
ー
ム
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ)

を
中
心
に
佐

久
大
学
・
佐
久
市
健
康
づ
く
り
推
進
課
と
連

携
し
た
健
康
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
佐
久
高
等
職

業
訓
練
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で

賑
わ
っ
た
。 

 

ま
た
、
長
野
牧
場
で
は
ヤ
ギ
と
の
ふ
れ
あ

い
体
験
や
環
境
フ
ェ
ア(

佐
久
地
方
事
務
所)

も
併
催
さ
れ
、
ホ
ン
ダ
Ｆ
Ｃ
Ｘ
（
水
素
で
動

く
電
気
自
動
車
）
の
展
示
な
ど
賑
わ
い
を
見

せ
た
。 

▲アンパンマンショー・ＳＡＫＵコレクション・
マーチングバンド等多彩なイベントで盛り上がった 

▲健康テーマパークや佐久高等職業訓練校のオー
プンキャンパスなどで賑わうセンタードーム 

▲佐久大学・佐久市健康づくり推進課と連携し
三百人超の体験者で賑わう健康テーマパーク 



 

中
込
商
店
会
で
は
店
主
が
講
師
と
な
り
、
自
店

で
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
店
を
知
っ
て
も
ら
う

キ
ッ
カ
ケ
に
繋
が
り
、
商
店
街
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
く
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
全
三
回
（
全
一
五
講
座
）

を
開
催
し
た
。
包
丁
研
ぎ
や
、
ヨ
ガ
講
座
、
燻
製

作
り
体
験
な
ど
多
く
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
人
気

講
座
は
募
集
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
、
定
員
に
達
す

る
な
ど
中
込
商
店
会
の
名
物
事
業
と
し
て
定
着
し

て
き
て
い
る
。 

 
 

 

お
盆
に
ご
先
祖
を
お
迎
え
す
る
際
に
、

お
供
え
用
の
花
や
線
香
、
麦
わ
ら
な
ど

を
そ
ろ
え
る
「
花
市
」
。
岩
村
田
本
町

商
店
街
振
興
組
合
で
は
青
年
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
「
い
わ
ん
だ
花
市
」
を
開

催
し
た
。 
 

金
魚
す
く
い
や
射
的
に
紙
芝
居
な
ど
、

昔
懐
か
し
い
縁
日
の
雰
囲
気
が
い
っ
ぱ

い
。
地
元
高
校
生
が
会
場
準
備
か
ら
参

加
し
、
盆
花
や
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
な
ど
の

販
売
も
行
っ
た
。 

 

ま
た
商
店
街
で
は
通
常
よ
り
営
業
時

間
を
延
長
し
、
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
を
行
な

う
店
も
あ
っ
て
多
く
の
お
客
様
で
賑

わ
っ
た
。 

 

八
月
十
二
日
（水
） 

 

野
沢
商
店
街
振
興
組
合
と
佐
久
の
鯉
人
倶
楽
部
で
は
、
山
門
入
口
に

流
れ
る
堂
川
を
佐
久
鯉
が
泳
ぐ
綺
麗
な
川
に
整
備
し
餌
あ
げ
等
が
で
き

る
新
た
な
観
光
ポ
イ
ン
ト
に
し
よ
う
と
、
川
に
生
え
た
藻
や
ヘ
ド
ロ
、

ゴ
ミ
等
の
清
掃
を
行
っ
た
。
同
組
合
の
藤
田
吉
孝
理
事
長
は
「
佐
久
鯉

発
祥
の
地
で
あ
る
野
沢
に
佐
久
鯉
を
放
流
を
す
る
こ
と
で
、
大
勢
の
人

達
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
あ
る
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
地
域
皆
で
魅
力
の
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
新
た
な
地
域
の
活
力
に
繋
が
る
。 

－５ー 

ぴんころ水道完成 

▲「お座敷山門市」 
  賑やかに開催！ 

▲笑顔あふれる商
店街づくりに 

十
一
月
十
二
日
（木
） 

▲
 

▲夕涼みのお客様で大盛況のいわんだ花市 

１１月１３日（金） 
信濃毎日新聞掲載 

▲
 

地
域
の
皆
で
汗
を
流
し
て 

ヘ
ド
ロ
を
掃
除 


